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< 言行はこれに照らしてから >
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3　好意と友情を深める

4　みんなのためになるかどうか

CREATE HOPE
in the WORLD
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ガバナー公式訪問の約半分が終了いたしました。

20数クラブは、各クラブごとに個性があり、お話を聞くのが非常に楽しい時を過
ごさせていただきました。

ただ共通して言えることは、この２年半近く、コロナの影響で会員同士の交わりが少なく、まともな引継ぎもで
きていなくて、正常な時に実施した事項を実施しているのが現状ですというお答えが非常に多く聞かれました。

引継ぎ不足などを解消するために、できれば委員会を数多く開催し、会員同士相互の話し合いを持ち、今後のク
ラブは、委員会はどうしていくかをぜひ話し合っていただきたいとお願いして回っております。

100年続いた日本のロータリー、あるいは70年近く続いた2550地区のロータリークラブ。
毎年トップが変わる組織、普通では考えられない組織ですが、それが延々と続いている。
それはなぜか
何か延々と続く何かがあると思うのです。その何か延々と続くものは、皆様の引継ぎの中に見え隠れしていると
思います。

原稿を書いている最中に、2026～のRI理事選出について誤解があるという話が入りましたので、その誤解を解
くべく下記に説明をいたします。
　ロータリーの友　９月号　35Pに2023年５月、７月の国際ロータリー理事会の決定事項が掲載されており
ます。35P右端に、「理事会は第１A、３、14，18，22，29，32，34ゾーンが2023－24年度に委員会を選出
し、2026年７月１日から理事を勤めるRI理事を指名することに同意しました。」という記事がございます。
この記事の解説をガバナー公式訪問で実施しておりますが、この解説の取り方に誤解があるようなので、この紙
面で再度解説いたします。
　2550地区はゾーン第１Aに所属します。
このゾーン第１Aから2026年７月１日からのRI理事を出せますという理事会決定です。
ただし、そのゾーンに属している、「地区」より、理事を選ぶための指名委員会の委員を選出し、そこでRI理事
を決めることになります。
地区から出す委員は、選出の時点でパストガバナーの中から選びます。
　当地区では、指名委員会に出ていただく委員を三井年度の11月12日の地区大会で、決議するというのが解説
です。理事を出すわけではなく、選ぶ委員を選出するのです。
ただ参考に、2550地区では、2001年から2003年の２年間（理事任期は２年）を、足利東ＲＣの故板橋敏雄様
が勤めました。と話しているものですから、一部の方に理事を選ぶという誤解を与えたかもしれません。再度申
し上げますが、理事を選ぶのは、委員会で、その委員会の委員を出せるということでございます。

あと半分の公式訪問が残っております。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

公式訪問、約半分を終了して
第2550地区  2023-2024年度　ガバナー　 三井福次郎（佐野RC）

02　Governor,s message　ガバナーメッセージ
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１．米山記念奨学会の概要
　米山記念奨学会は1952年に日本で最初に設立された東京ロータリークラブが、
日本のロータリーの創設者とも言える米山梅吉翁の功績を記念して、そしてまたそ
の意思を継いでこの奨学事業を始めることとなりました。
　戦後の復興の道を歩み始めた日本にとって、二度と戦争の悲劇を繰り返さない為に、世界の国々との人物交流
を深める必要性を感じていた時代背景の下、米山奨学事業は「留学生が平和を求める日本人と出会い、信頼関係
を築く」ことを目的に始められました。
　その後“日本のロータリーに最もふさわしい国際奉仕事業”と評価されて、全国のロータリーに拡大していき
ました。そして1967年７月１日、当時の文部省の許可を得て、財団法人ロータリー米山記念奨学会が設立され
ました。
　国内全クラブの合同事業として「ロータリー米山記念奨学委員会」が結成されてから財団設立まで10年の歳
月を要しております。
　米山記念奨学会の財源は、全国のロータリアンからの寄付支援金によって運営されていて、理事会は全34地
区から選出された理事で構成されます。

次に、米山記念奨学事業の特長について申し上げます。
　米山奨学事業は、日本のすべての地区が関わる「多地区合同奉仕活動」として、「ロータリー章典」の定める
すべての手続きをしています。
　財団法人ロータリー米山記念奨学会の発行する印刷物等には、ＲＩ理事会の定めにより、当財団が日本国内の
全地区による合同プロジェクトである旨を付記したロータリーマークを使用しております。

＊　世話クラブ・カウンセラー制度
　奨学生一人ひとりに地域のロータリークラブから世話クラブが選ばれ、さらにその会員の中からカウンセラー
が付いて、奨学生との交流を深め、彼らの日本での生活が心豊かなものになるよう配慮しています。
　奨学生はロータリアンとの交流を通じて、奉仕の精神に触れ、自らの精神を磨いて、人生観・職業観を深めま
す。
　また、ロータリアンにとっても、金銭的な支援だけでは得られない感動と、事業への深い理解が生まれて、さ
らなる支援への意欲を盛り立てます。
＊　日本最大の民間国際奨学事業
　　年間の奨学生採用数は890人(2022年-2023年度）、国内最大の奨学事業です。
 　　（出身国別等は、豆辞典を参照願います）

米山月間に因んで

委員長　 田島　良久（馬頭小川RC）

RI2550地区R米山記念奨学会

03　米山月間寄稿
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２．米山記念奨学会への寄付について
米山への寄付には「普通寄付金」と「特別寄付金」の２種類があります。
普通寄付金は各クラブで決まった一人分の金額を会員数分ご送金いただく寄付です。
特別寄付金は、任意で頂くご寄付で、個人寄付・法人寄付・クラブ寄付の３種類があります。
2550地区の目標は、普通寄付金と特別寄付金の合計お一人19,000円以上でございますのでよろしくお願い申
し上げます。
各地区の奨学生を何人採用出来るかは、地区の2年前の寄付金総額他にて決定されます。

 
　新型コロナウイルスによる景気低迷が どのくらいの期間影響するか見えない部分が大きいですが、10月の米
山月間にはぜひ、米山記念奨学事業へのご理解とご支援をお願いいたします。
　戦後、日本のロータリアンが「国際親善と世界平和に寄与したい」との思いでつくり育てた奨学事業は、今、
皆さんの手の中にあります。

　米山記念奨学事業は、すぐに目に見えてくる事業ではなく息の長い事業である事をご理解頂き、奨学生へのご支
援を賜りますようお願いを申し上げます
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　８月１日（火）小山グランドホテルに於いて、国際ロータリー第2550地区ガバナー三井福次郎様（随行者：佐
野ロータリークラブの青山敏朗様、古澤　繁様）第５グループカバナー補佐大橋俊雄様をお迎えして、ガバナー公
式訪問が執り行われました。
　午前11時から行われた会長幹事懇談会には、当ク
ラブから尾崎会長・瀬野幹事・島中会長エレクト・
西堀副幹事が出席し、８名（随行者含）で開始致し
ました。
　公式訪問に先立って、クラブ訪問報告書を大橋ガ
バナー補佐と協議し提出致しておりましたので、会
長幹事懇談会はその内容について、カバナーよりご
指導や内容についての対応のファイルまで頂きまし
た。続いて、三井ガバナー、大橋ガバナー補佐を交
えての通常例会を開催致しました。バナー交換など
例会スケジュールを進め、三井ガバナーの卓話の時
間では、国際ロータリー会長、ゴードンR．マッキナ
リー氏のメッセージ映像をご紹介して頂き、その後、三
井ガバナーの地区スローガンである、「ロータリーの基本はクラブです」の具体的な例を挙げてご指導頂きまし
た。ブレイクタイムを取った後、ガバナーを囲んでのオープンデスカッションに入りました。カバナーから『規定
審議会』に提出する制定案やRI理事会に提出する審議案をクラブで協議して是非提出して欲しいとのご指導が有
りました。質疑応答の時間も含め、ガバナーと一緒に笑顔の絶えない、終始和やかで有意義な時間を過ごす事が出
来ました。誠にありがとうございました。

2023.08.01

会長　尾崎　弘明
幹事　瀬野　公男小山南ロータリークラブ

バナー交換

04　ガバナー公式訪問
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　８月９日（水）鹿沼商工会議所会頭室において、三井福次郎ガバナー、
沼尾貴文ガバナー補佐、ガバナー随行員２名をお迎えし、会長、副会長、
副幹事、湯澤義典パストガバナー補佐を交えて、ガバナー公式訪問が行わ
れました。
　当クラブ設楽会長が御一行へのご挨拶後、三井ガバナーが進行してくだ
さり、ガバナーになるための研修やガバナー公式訪問のお話しをされ、そ
のあとに当クラブの運営や各委員についての質問をいただきました。
　初めに、世界ポリオデーの時に行った募金イベントは、鹿沼クラブの発案から始まったものと理解していたが、
実は、鹿沼東クラブが主催とわかり、その件につき、謝罪のお言葉をいただきました。
　次に、鹿沼南高校こぶしIACとの交流、台湾斗六クラブとの交流事業、親睦会等についてお聞きくださり、通訳
に苦慮していることを伝えると、馬頭・小川RCの60周年事業の際、米山の学生が通訳として参加した旨の話をさ
れ、通訳が必要な時があれば、米山の学生に協力を要請出来る等のお話をいただきました。
　青少年交流事業として鹿沼東では、ドッジボール大会を開催していたことを設楽会長が報告し、三井ガバナーか
らは、佐野RCの事業で、教育委員会の協力を得て、佐野地区の学校20校くらいが参加して、はがきサイズの「紙
すき」の体験事業をした時のお話しをしてくださいました。
　また、当クラブが支援しているネバーランドについて、どのような施設なのか、入所している子供たちはどのよ
うな立場なのか等の質問いただき、設楽会長が説明をしました。
　健康管理委員会について、予防接種の実施は非常に珍しい取り組みであり、今後も継続してくださいとの評価を
いただきました。
　また、マイリサーチについて質問を受け、設楽会長や湯澤パストガバナー補佐が説明をいたしました。青少年へ
のかかわり等に強い関心を持たれている様子がうかがわれ、最後にローターアクトクラブについて、お話しをされ
ました。
　現況報告書に沿って委員会編成表の説明、2023-24年度事業計画、また、クラブ管理運営の説明等の後、三井ガ
バナーの質問に答える形で終始和やかに進みました。
　例会に移動してからは、三井ガバナーから、ガバナーになるために出席した会議の様子を、スライドを交えてお
話しくださり、地区組織の変更点、RI理事の選出方法、規定審議会への議案提出の方法やロータリーで、おかし
いと思うこと、改善したほうがいいと思うことは、遠慮しないで、言ってください。など、一般会員には知り得な
い大変貴重なお話を聞くことができました。
　オープンディスカッションでは会員の質問に終始笑顔で対応してくださり、和やかに終えることができました。
最後に、体温を超える危険な暑さの中ご来訪いただき、心より御礼申し上げます。お忙しいとは存じますが健康に
留意され、益々のご活躍をご祈念申し上げます。ありがとうございました。

2023.08.09

会長　設楽　光江
幹事　刀川貴美子鹿沼東ロータリークラブ
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　８月18日のお盆明け早々、猛暑の続く中、ホテル花月に於いて、三井福次郎ガバナー、君島孝明第一グルーブ
ガバナー補佐、関口勝佐野ロータリークラブ会長、篠崎裕二郎会員の方々をお迎えして、ガバナー公式訪問を開催
いたしました。
　例会から始める予定でしたが、ガバナーがかなり早い時刻に会場に
到着なされていて大変恐縮しました。
　三井ガバナーから、2550地区の運営指針や三年に一度の規定審議
会についてクラブに権利があること、ポリオデーなどのお話を頂き、
恒例のバナー交換も行いました。
　黒羽ロータリークラブは、会員数が少なくなっており、今後のこと
についてもご相談させていただきました。
　三井ガバナーの三福工業株式会社では５代に亘り福次郎の名を襲名
していることや、先代がロータリー会員であったことからの利点など
もお聞きしました。
　オーブンディスカッションでは、和やかな雰囲気の中での意見交換
となり有意義な公式訪問でした。

2023.08.18

会長　大西　広明
幹事　吉成　慶司黒羽ロータリークラブ
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　10：30 ごろには三井ガバナーご到着との連絡が小関会長にもたらされました。
　会場前で三井福次郎ガバナーを、お迎えいたしました。
　ガバナーメッセージ・地区方針を承っておりましたので、早速ロータリーについて、11：00の会長幹事懇談会
前より語り、オープンデイスカション終了の14：30を過ぎても、ロータリーを語るといった様相でした。
　この日のプログラムは、ガバナー訪問主体で、作成いたしました。
　特に、地区スローガン

【言葉や口先だけでなく「行動」をもって誠実にロータリーを楽しみましょう】について、有意義なネゴシエー
ションを、持てたこと感謝申し上げます。

　ともすると、儀式的な、あるいは、一方通行になりがちな場面に、注意深くご配慮いただきながら、言葉のキャ
チボールを、ガバナーにより、巧みに編み出していただきました。
　特に、西那須野RC創立以来の、国際的奉仕活動に、ご理解を賜り感謝申し上げます。
　今後のグローバルグラント計画の大きな励みになりました。
　ガバナーのアジア、特にインドにおける実業を通してのロータリークラブの将来についての見解も、興味深く拝
聴しました。
　西那須野RCでは、10月海外、国内、クラブ合同例会を開催します。
　その中で、

ガバナーが高校時代、立教新座高校に在学していたこともあり、埼玉新座RC、幸手RCの会員の皆様とも、御
面識があるとの、お話でした。
ロータリークラブの広がりを認識しました。
およそ５時間、ロータリーを持続的に語ることができたのは、「座談の名人」としての、
ガバナーあってのことと、振り返っております。
ありがとうございました。
今後ともよろしくお引き立て願いあげます。

【参考資料】
３ シスタークラブ

フィリピンPARANAQUE RC, 韓国東水原RC, 台湾桃園RC
３ フレンドシップクラブ

埼玉新座RC,福島郡山安積RC,千葉茂原中央RC
１台湾桃園RCシスタークラブ
埼玉幸手RC

2023.08.22

会長　小関　　栄
幹事　青山　吉博西那須野ロータリークラブ
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　８月23日（水）三井福次郎ガバナー・若菜秀夫ガバナー補
佐をお迎えして、栃木ロータリークラブのガバナー公式訪問が
行われました。
　11時00分より行われた会長・幹事懇談会では、三井ガバナ
ーより、今年度の活動方針を詳しくご説明いただくと共に、ク
ラブ運営について様々な視点からのアドバイスをいただきまし
た。
　お昼からの例会では、バナー交換後、三井ガバナーより卓話
をいただきました。ゴードンＲ．マッキナリー会長のメッセー
ジや国際協議会の報告を楽しくお話していただき、ポリオデー
の活動やロータリー財団への支援についてもご説明いただき、

たいへん勉強になりました。そして、ロータリーが長年に渡って世界中で活躍出来ているのは奉仕の精神をはじ
め、定款・細則など基本的なことがしっかり確立出来ているからです、というお話をいただき、ロータリーの基本
の大切さを改めて感じました。
　オープンディスカッションでは、各委員長の活動計画
の発表の後、三井ガバナーより、会員増強や委員会活動
の重要さをご教授いただき、今後の活動の参考となりま
した。最後に全員で記念撮影をして、今回のガバナー公
式訪問は終了致しました。
　三井ガバナー、若菜ガバナー補佐、そして随行いただ
きました佐野RCの皆さま、お忙しい中、本当にありが
とうございました。

2023.08.23

会長　阿部　幸央
幹事　永谷　義篤栃木ロータリークラブ
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　連日の猛暑の中、8月24日(木)日晃そばコンベンションホールに於
いて、三井福次郎ガバナー、第７グループ沼尾貴文ガバナー補佐、佐
野RCより鈴木幸男地区幹事、茂木弘司地区会計長の方々をお迎えし
て、ガバナー公式訪問を開催いたしました。
　午前11時より会長・幹事懇談会を開き、多岐にわたる項目につい
て丁寧に、そして大変分かり易くご説明頂きました。特に最近話題の
会員個人情報の取り扱いや、そのホームページ掲載における留意点、
さらには３年に１度開催される『規定審議会』への積極的な関与、標
準定款と推奨細則の使い分け、市田ガバナーエレクト年度におけるシ
ンガポール国際大会など、どれも今後のクラブ運営にとても役立つ教

示でした。
　その後、例会開催前に記念撮影を行い、続く例会の冒頭では２名の入会式において、バッジ付与のアシストも頂
き、新入会員ともども非常に感銘深い一場面となりました。
　頂戴した卓話では、65年前の佐野RC設立当初にチャーターナイ
トを開催した際の貴重な音声テープを披露頂き、当時の様子など
を豊富なエピソードを交えてお話頂きました。時代と共に変わる
ものの背景に、時代を超えても引き継がれるものの姿を学ぶこと
が出来ました。ロータリアン各人の訓になるべく、秀逸な卓話で
あったことをここに報告するとともに、会員一同心より感謝いた
します。
　こうして、おおよそ夏の終わりとは程遠い炎天下のガバナー公
訪問日となりましたが、私たち会員一人ひとりの心には、清らか
な涼風がそよぐ立秋の一日となりました。三井ガバナー及び随行
の方々の今後のご活躍を心より祈念し、お礼報告といたします。

2023.08.24

会長　高山　　英
幹事　橋本　勝浩鹿沼ロータリークラブ

バナー交換

入会式
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　三井ガバナー公式訪問ありがとうございました。公式訪問を受けました今市
きぬロータリークラブの副幹事として所感を述べさせて頂きます。
　まず三井ガバナーはRI会長ゴードンR.マッキナリー氏のメッセージを、我々
に大きなテーマとして説明していただきました。現在の世界情勢、世界平和、
ポリオ、そして今後のロータリーとしての課題も公式訪問の中で具体的に示し
てくださいました。
　その中で特に地区のスローガンでもあります「ロータリーの基本はクラブで
す！クラブを通してロータリー生活を楽しみましょう！」と言うようなスロ
ーガンに対する、具体的で掘り下げた話をいただきました。行動指針について
は、地域によってそれぞれテーマが変わってくることを柔軟に示していただい
た事が印象に残ってます。
　またその事から我々がクラブ毎にどう考
えてどう行動するのか？を問われたような
気がしました。

　当クラブは和貝会長が今年度掲げた、具体的な方針と計画をよく理解し、ま
ずは個々人がロータリーを楽しみ、このクラブで何ができるのか？をテーマ
に、地域に根ざした行動をしていきたいと思います。
　新型コロナウイルスもまだ混沌とした状況です。その時々の情勢にあった判
断をし決断をしながら、観光都市でもある日光市の中でできる、今市きぬロー
タリーの行動を示して行けたらと思います。
　自分自身ロータリークラブの活動をとても楽しんでおります。年間計画の中
に、地域の子供たちの育成をはじめ社会への貢献等も入っており、そういった
行動に対して「継続してやっていくことが力になる」と三井ガバナーは示され
ました。今年度も、楽しんで継続してやっていきたいと思います。（副幹事　水谷 知永）

2023.08.29

会長　和貝　益男
幹事　田村　幸雄今市きぬロータリークラブ
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　去る８月27日午後２時より、ベルヴィ宇都宮にて今年度の地区補助金支給説明会が開催されました。今年度は
地区内35クラブから地区補助金申請がありました。
　地区補助金はロータリー財団のシェアシステムにより３年前の年次寄付+恒久基金の収益の約25％が原資となり
ます。今年度のロータリー財団からの第2550地区への支給限度額は＄78,845です。
　２月に開催されました「財団補助金セミナー」にてご案内いたしましたが、補助金の申請には一定のルールがあ
ります。まず、３年前の各クラブの一人当たりの年次寄付額が＄100以上であること。一人当たり＄100に満たな
い場合は申請額が減額される場合があります。これは年度ごとのロータリー財団からの配分、クラブからの申請総
額等を勘案し、公平な分配を行うためです。また、申請額の上限は＄2,000となります。これらのことは地区補助
金の原資、つまり３年前の寄付額により決まりますので、状況に応じて上下することもあります。
　地区財団委員会としては、地区補助金の実行は各クラブの主体性をもって、地域社会に貢献する貴重な機会だと
とらえております。地域の皆様への奉仕の実践であり、またロータリーの公共イメージにつながることになると思
います。
　地区補助金によるプロジェクトを充実させるために、地区目標の一人当たりの年次寄付＄150以上、ポリオプラ
ス寄付＄30以上の実行をお願いいたします。そして多くのクラブが地区補助金を有効に活用して、地域社会への
奉仕を実践していただきますようお願いいたします。

クラブ名 活動内容 分配予定額 
(USD)

振込金額
 ( 円）

1 大田原 市内小学校新入生（約 500 人）に通学用の補助かばんを寄贈する。 $1,786.00 ¥251,826

2 黒磯 那須町公立保育園が行う、防災に関する乳幼児用防災頭巾備蓄計画の支援。0 歳～ 3 歳
児用、3 歳～ 7 歳児用防災頭巾を寄贈。 $2,000.00 ¥282,000

3 西那須野 児童養護施設「養徳園」の子供たちを「那須どうぶつ王国」へ招待し、那須の大自然の
中で楽しい思い出作りのお手伝いをする。 $1,786.00 ¥251,826

4 氏家 弁当、食品の購入。「こども食堂」において弁当やその他の食品を配布する。また、市福
祉まつりにおいて、生活困窮者やひとり親家庭等に対して、米、レトルト食品等を配布する。 $1,429.00 ¥201,489

5 矢板 掲示板の購入。塩谷町新庁舎に広告掲示板を設置する。 $797.00 ¥112,377

6 馬頭小川 イケス等工事費用。参加者へ SDG's ピンバッジを配布。那珂川岸にイケス等を設置。鮎
のつかみ取りイベントを行う。きれいな水資源のある当町の魅力を体験する。 $2,000.00 ¥282,000

7 宇都宮
「宮っこの居場所」を利用する子どもたちに配布する文房具の購入。子どもたちが気軽に立
ち寄ることができ、交流や活動を通して支援が必要なときは、手を差し伸べることができる
よう学校でも家庭でもない第３の居場所「宮っこの居場所」事業への支援。

$723.00 ¥101,943

8 宇都宮北 北海道夕張市拠点複合施設内「りすた図書館」に栃木県在住いわむらかずお氏の絵本を
含む児童図書を寄贈。 $1,053.00 ¥148,473

9 宇都宮 90 認定特定非営利活動法人「うりずん」（重度障がい児介護施設）へプロジェクター、蓄電
池を寄贈。 $2,000.00 ¥282,000

10 宇都宮陽北 一般社団法人　栃木県若年者支援機構「昭和子ども食堂」へ送迎車を 1 台寄贈。 $2,000.00 ¥282,000

地区補助金支給説明会
ロータリー財団委員会  補助金小委員会  委員長　赤坂　圭一

8月
(土)
日27

2023-24年度　地区補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DG2448347

1，クラブが地域で実施するための地区補助金申請数・・・33件
2，奨学金申請したクラブ・・・２件(海外２人、2023-24年度)

８月現在ロータリーレート　1＄＝￥141

05　８・９月実施行事報告
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11 宇都宮東 生理用品の購入。行政（宇都宮市）と連携し、市内在住、市の公共施設を利用する女性
に生理用品を配布し、それをきっかけとして女性の相談支援を強化する。 $2,000.00 ¥282,000

12 宇都宮南 スペシャルオリンピックス日本・栃木参加アスリート（知的障害のある人）に配布する用具
（トートバッグ、ランドリーバッグ等）の購入。 $1,429.00 ¥201,489

13 宇都宮陽東 子どもたちを対象とした口腔衛生啓蒙活動。口腔衛生研修会開催費用。歯磨き用具購入。 $2,000.00 ¥282,000

14 宇都宮陽南
ごみ焼却から得られる熱で発電し、その「再生エネルギーで窯を焼く」流れを学ぶ
SDG’s 教室。児童養護施設の小中高生対象。七色土玉の材料、創作に必要な道具、消
耗品の購入。

$1,421.00 ¥200,361

15 真岡 高齢者・身障者合同スポーツ大会参加者への賞品（ボールペン）代、看板・テント賃貸料。 $1,214.00 ¥171,174

16 益子 地元産の新米を地元農家から購入し、コロナ禍やひとり親家庭等で経済的に苦しむ貧
困家庭へ配布する。地域の社会福祉協議会と連携。 $2,000.00 ¥282,000

17 真岡西
画材購入、講師謝礼金、会場設営費。市内の障がい者施設の利用者、真岡市民を対象
としたアート作品制作のワークショップの開催。真岡市複合交流拠点の建設工事地仮
囲いを利用した障がい者アートプロジェクトを実施。

$1,157.00 ¥163,137

18 下野上三川 市内の児童館 5 か所に絵本・書籍・玩具を寄贈する。 $1,763.00 ¥248,583

19 小山
小山市内の自主夜間中学（ＮＰＯ）で日本語の読み書きや計算を学ぶ高齢者や外国人
に対する支援。教科書購入、能力試験受験料。夜間中学を多くの人に知っていただく
ためのフォーラム開催費用。

$1,071.00 ¥151,011

20 小山南 既設の「小山南ロータリークラブ子ども文庫」（3 公民館に設置）の蔵書の拡充、新刊
本の購入。 $2,000.00 ¥282,000

21 小山東 小学校児童通学路における横断歩道に設置するため交通安全横断旗を購入。 $1,485.00 ¥209,385

22 栃木西 栃木市学童野球大会の開催。練習球、参加児童への記念品（タオル）の購入。 $1,712.00 ¥241,392

23 壬生 壬生藩校学習館祭り協力。小中学生が論語を学ぶことにより思いやりのこころを育む。
論語検定料補助（260 名分）、入賞者副賞（盾）寄贈。 $1,429.00 ¥201,489

24 栃木南 防犯カメラの購入、設置費。栃木市みかも道の駅駐車場に防犯カメラを設置し利用者
の安全や防犯を確保する。美化活動にも寄与する。 $2,000.00 ¥282,000

25 今市 二宮尊徳の教えを子供たちに伝承する未来への人づくり事業。中学校において出前授
業を行う。出前授業のプログラム（冊子、デジタルデータ映像教材）作成費。 $2,000.00 ¥282,000

26 鹿沼東 ネバーランド（児童養護施設）、ＣＣＶ学園（フリースクール）園児のボウリング大会。
プレー費、弁当、参加賞。 $1,786.00 ¥251,826

27 今市きぬ 今市きぬロータリークラブで植栽して 20 年以上になる河津桜の管理育成のための追
肥代、下草刈り等環境整備作業代。 $2,000.00 ¥282,000

28 足利東
市内小学校の児童有志による「さくら応援プロジェクト」の支援。特定外来生物クビ
アカツヤカミキリの被害から地域の桜を守る活動を啓蒙するためのポスター、配布用
パンフレット等の作成費用及び新しい桜の植樹費用。

$1,629.00 ¥229,689

29 足利わたらせ 泗水学園（児童養護施設）の那須どうぶつ王国日帰り遠足プロジェクト。交通費、入園料、
レク景品代等。 $2,000.00 ¥282,000

30 佐野 佐野高校生徒の研究課題「佐野の民話」英訳本作成を支援し、完成本を英語教材とし
て市内小中高校、教育関係団体、国際交流関係団体に配布する。印刷・製本代金。 $2,000.00 ¥282,000

31 葛生 主に学生が通学路として利用する秋山川沿いのサイクリングロードの除草清掃作業を
行うボランティアに除草機械を寄贈。 $1,943.00 ¥273,963

32 田沼 道の駅どまんなかたぬまに時計塔を寄贈。 $1,088.00 ¥153,408

33 佐野東 佐野市内小中学校へＳＮＳ対策書籍を寄贈する。ＳＮＳ，インターネット等の危険性、
トラブル対処、回避教育を行う。 $1,243.00 ¥175,263

34 烏山 地区補助金による奨学金　イタリア留学 $6,429.00 ¥906,489

35 栃木 地区補助金による奨学金　アメリカ留学 $6,429.00 ¥906,489

36 地区 補助金管理セミナー会場費、資料印刷費、飲物等。 $3,000.00 ¥423,000

臨時費 : $7,000.00 ¥987,000

管理運営費 : $2,043.00 ¥288,063

合計（USD): $78,845.00 ¥11,117,145
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　2023年９月２日（土）～３日（日）の２日間にわたり、
古峯神社において2024-25年派遣学生、2023-24受入学生を
対象とした、宿泊オリエンテーションを開催いたしました。
派遣学生５名、同保護者５名、受入学生５名、青少年交換
帰国学生（以後ローテックス）５名、2022-23年派遣帰国
学生（以後リバウンド学生）３名、地区役員・委員９名の、
総勢32名が参加しての開催となりました。派遣学生にとっ
ては、８月６日の選考試験を経て初めての青少年交換事業
への参加でもあり、緊張した面持ちでのオリエンテーショ
ンスタートとなりました。一方受入学生達は、８月17日の

来日から３日間の日本語研修合宿を経験しており、２週間ぶり
の再会を笑顔で迎えることとなりました。オリエンテーションの開会にあたり、三井福次郎ガバナーよりご挨拶を
いただき、青少年交換プログラムの意義、親善大使としての心構えを、ご自身の体験を含めてお話いただきました。
続いて、オリエンテーション序章として、派遣学生には、青少年交換の目的、意識の持ち方、そしてロータリーと
の継続的係わりの重要性を、来日学生には、日本における青少年交換プログラムのルール説明が、程よい緊張感の
もと行われ、オリエンテーションファーストステップがスタートいたしました。派遣学生による英語スピーチでは、
ローテックス・受入学生から、時には厳しいアドバイスが投げか
けられ、目的意識を明確にする研修となりました。また、全員参
加（保護者、委員も）によるレクリエーションでは、言葉だけで
はない、気持ちの扉を積極的に開くコミュニケーションの重要性
を実感する、学びの場となったのではないでしょうか。翌日２日
目には、今年７月に帰国したリバウンド学生３名が加わり、派遣
国の特色や体験報告、更に受入学生、ローテックスも参加しての
派遣国プレゼンテーションが行われ、派遣学生の派遣国選択の一
助となると共に、派遣への期待をより深めることができたと思い
ます。

古峯神社宿泊オリエンテーション報告
青少年交換委員会  委員長　井川　克彦（佐野RC）

9月
(土)
日2

9月
(日)
日3・

ガバナーと衣装を身に着け

受入学生ルール説明
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　以上、派遣学生、受入学生に対するオリエンテーション
プログラム報告となりますが、ここで是非お伝えしたいこ
とは、学生とのコミュニケーションにおける重要な役割を
担ってくれている、青少年交換帰国学生「ローテックス」
の存在です。これから実践的な外国語を習得していく派遣
学生と、ほとんど日本語が聞き取れない受入学生。両学生
間の橋渡しをしてくれているのがローテックスであり、学
生達の不安な気持ちの拠り所として活躍してくれているの
もローテックスメンバーです。彼ら自身が身をもって経験
したからこそ理解できる、学生の抱える不安へのフォロー

アップ。苦労の後に必ず気づくことができる、かけがえのない異国での体験を交換学生達に伝えてくれることが、
彼らの交換滞在期間を充実させてくれる、大切な要素であることは間違いありません。国際ロータリー第2550地
区が、長年地道に継続してきた青少年交換プログラムの素晴らしい財産であり、これからのグローバル日本を担っ
てくれる人材でもあると考えています。多くの国際的人材を第2550地区から輩出できる礎になってくれたらと期
待しています。
　最後に、今回のオリエンテーション会場をご提供いただきました古峯神社様には、青少年交換の重要なテーマの
一つ「異文化体験」として、雅楽の演奏を目の前でご披露いただくばかりか、学生達には、神職、巫女の装いを身
につけさせていただき、日本文化を実体験する、とても貴重で素敵な経験をさせていただきました。ロータリーの
多様性を存分に発揮することのできた、オリエンテーションであったのではないかと考えております。ご協力いた
だきました古峯神社の皆様、本当にありがとうございました。
　以上、青少年交換委員会　古峯神社宿泊オリエンテーション報告とさせていただきます。

派遣学生＆保護者挨拶 全員参加レクリエーション風景

雅楽演奏

派遣学生・受入学生

受入学生挨拶
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　三井年度第２回目のガバナー補佐会議が９月３日
(日)ベルヴィ宇都宮において開催されました。第１回
目に引き続き地区R財団委員長森本敬三PDGを招き10
月24日「世界ポリオデー」をテーマに地区としてポ
リオ根絶の活動・イベント計画について話し合われま
した。
　ポリオデーの開催は10月24日を中心にグループ単
位やクラブ単独で各地で予定されております。JR那
須塩原駅前・宇都宮西口トナリエ前・真岡鉄道・障が
い者福祉施設・イオン栃木店・東武日光駅前・日光東

照宮参道・アシコタウンあしかが・イオンモール佐野新都市など、地区全体でポリオの無い世界の実現をめざし、
県民や観光客の皆様へ理解と協力をお願いする活動です。
　各開催当日はのぼり旗やTシャツなどを用意し、バッジ、ボールペンなどを配布しながらPRと募金が行われます。
　また、本年度の地区大会記念ゴルフ大会では世界ポリオデーの関連としてチャリティを予定しています。
　日本国内のポリオデーの広報活動については、10月中旬発行の日本経済新聞に世界ポリオデーについて掲載さ
れます。
　田原 聖公共イメージ委員長からは「国内各地区ポリオデー関連活動一覧」やポリオに関する「国際ロータリー
の宣言」を説明され、また市井 元DX委員長からはポリオデーについて地区ホームページに掲載を予定しています
とのことでした。
　マイロータリーについては登録数が46.3%・クラブセン
トラルに於いては10クラブのみであり登録数がこれから
の課題で、これらについて2024年１月～２月に地区内会
員向けの研修が予定されています。
　ポリオの無い世界まで「あと少し」を合言葉にポリオの
撲滅に向けた世界ポリオデーを認識し、第２回目のガバナ
ー補佐会議が終了しました。
　以上ご報告させて頂きます。

第2550地区　2023－24年度　第2回ガバナー補佐会議報告
地区幹事　鈴木　幸男

9月
(日)
日3
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　2023年９月10日にコンセーレ宇都宮にて、ロータリー・
リーダーシップ研究会(RLI)パートⅡ研修会が行われ、今回
2550地区のメンバー26名に参加していただきました。RLI
は基本的にパートⅠからパートⅢまであり、昨年度パートⅠ
を行なったため、今回は、パートⅡからの開催となっており
ます。各パートは６つのテーマを行います。今回パートⅡを
受講された方は、１つのテーマで１時間ディスカッションし
ていただくため、６時間授業を受けていただきました。高校
生以来、丸一日授業を受けるようなことがない方もいらっし
ゃると思います。また、講義型の研修ではないため、今まで、
誰一人として寝ている方は見たことがありません。６時間議
論を続けるわけですから、相当な力をつけて自クラブに戻っ

ていただけるのではないかと考えております。
　内容的には、財団あり、米山あり、と様々なテーマをパートⅠからパートⅢまで６セッションに分けてあります
ので、全部受講すれば、18のテーマを勉強することになります。そのディスカッションの方法としましては、講
義形式ではなく、ファシリテーター(進行役)が各人に質問を
投げかけ、それを答える形式で行います。６時間を受ける中
で、１時間ごとに毎回メンバーが代わります。それも、他の
クラブの方々がいることになりますので、各クラブの違った
運営の仕方を聞き、新しい発見をすることは、とても良い参
考になると思いますし、一日受講すれば、たくさんのクラブ
の内容を聞くことになるわけですから、とても有意義な研修
になっていると思います。そして、本来、RLIとは、ここで
学んだ内容を自クラブに持ち帰り、各クラブを活性化して欲
しい研修であるため、今回のメンバーもたくさんの有意義な
情報を持ち帰れたと思っております。

「９/10　RLIセミナー　パートⅡ」実施報告
RLI委員会  ファシリテーター委員長　福富　正浩

9月
(日)
日10
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　是非とも、メンバーの皆様には、RLI研修に積極的に参加していただくことをお願いし、同時に我々と一緒にフ
ァシリテーター(進行役)にも興味を持っていただけるとありがたいです。よろしくお願いいたします。
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活動内容: 他クラブとの交流として、伊勢崎ローターアクトクラブが企画した、子ども食堂の手伝いに参加させて
頂きました。片親のみの家庭は平日は学校の食堂がありますが、祝日は経済的な問題で子どものごはん
に困っている家庭のために、このような活動をやっています。子どもたちに無償でカレー弁当を作って
配りました。さらに、暑い日でしたのでかき氷を作って子どもたちにあげました。ヨーヨー釣りも準備
して、遊んでもらいました。

ローターアクトクラブ活動報告

場　　　所：伊勢崎市子ども食堂てんとうむし
参加クラブ：伊勢崎ローターアクトクラブ(8人)
　　　　　 足利大学ローターアクトクラブ(3人)

子ども食堂で手伝い

8月
(土)
日19
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活動内容: 足利大学ローターアクトクラブと足利東ローターアクトクラブでボーリング交流会をし､ポリオデーの
ための募金活動も行ないました。

場　　　所： 足利市スターレーンボーリング場
参加クラブ：足利大学ローターアクトクラブ(6人)
　　　　　：足利東ローターアクトクラブ(3人)

ボーリング交流会と
　ポリオデー募金活動

9月
(土)
日9

ローターアクトクラブ活動報告
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　前略　平素より地区運営にご理解とご協力を賜り有難うございます。

　過日、皆様に標記の支援金をお願い致しましたところ、41ロータリークラブ及び、

５ローターアクトクラブより1,450,000円のご寄付が集まりました。

国際ロータリー第2540地区災害支援本部に9月12日、送金させて頂きました。

　被災地の方々の一日も早い復興を祈念しますとともに、皆様のご協力に感謝申し

上げます。

有難うございました。

　2550地区のホームページ又はガバナー月信に、会長さんの横顔欄を設けて動画で

ご紹介いたしたいと思います。

動画撮影などの諸連絡は、DX委員会にお願い申し上げましたので、会長様にDX委

員会より連絡が行きますので、どうぞよろしくお願いいたします。

秋田豪雨災害支援金送金報告

依 頼 事 項

国際ロータリー 第2550地区  ガバナー　三井　福次郎（佐野RC）

国際ロータリー 第2550地区  ガバナー　三井　福次郎（佐野RC）

国際ロータリー２５５０地区
　会　長　様

06　災害支援金送金報告・依頼事項
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　国際ロータリー細則第12条ガバナーの指名と選挙に従い、地区内の各クラブで

2026-27年度ガバナー候補者を推薦することができます。2023年12月10日までにガ

バナー指名委員会委員長宛、文書にて（書式任意）提出して下さい。

　なお、推薦については、手続要覧の国際ロータリー細則第16条16.010ガバナー

ノミニーの資格条件及び16.020ガバナーの資格条件を満たす者であることを要しま

す。

　また、地区ガバナー指名委員会が地区ガバナーノミニーの選出を行うに際し、そ

の選出の範囲は、国際ロータリー細則第12条12.030.4における規定に基づき地区

内クラブによって推薦された氏名に限定されるものではありません。ご了承くださ

い。

　　＊必要書類

　　　・クラブ会長・幹事の署名入り推薦書

　　　・クラブ幹事によって証明された、クラブにて推薦する旨の決議文

　　　・候補者の略歴書及び写真1葉

　　＊提出先

　　　ガバナー事務所内　ガバナー指名委員会  委員長　石田　順一　宛

ガバナー　三井福次郎（佐野RC）

ガバナー指名委員会  委員長　石田　順一（真岡RC）

07　2026-27年度　ガバナー候補者推薦について
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08　地区大会ご案内
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　今年度、地区野球大会は、10月15日（日）鹿沼で開催予定です。宇都宮西RCがホ
ストで、近々地区内各クラブに参加の案内が届くと思います。

　現在、地区内では、第３グループ７クラブ（東、西、南、北、90、陽東、陽北）、
第４グループ（真岡）、第６グループ（栃木合同チーム）、第７グループ（鹿沼、鹿
沼東）、第８グループ（足利合同チーム）で例年開催されております。
　参加されていないクラブの中には、野球好きの会員も多数いらっしゃると思います。

　野球は、世界的に見れば、マイナースポーツと言われています。（オリンピック種
目からも外れています）サッカーは、世界中で行われています。なぜかというと、歴
史を考えなくてはなりません。イギリスの植民地にサッカーが伝わり、盛んになった
と言われています。サッカーは、ボールと広場があればできるから発展した、ともい
われていますが、そうではありません。確かに野球は、道具が必要です。

　日本で、そしてロータリーでサッカーではなく野球が盛んになったのは、野球は必
ず、守備位置があり、必ず打席が回り、自分の出番が回ってきます。サッカーだと、
上手は、選手にはボールがいきますが、そうでない選手は参加している感じが少ない
と言われます（素人では）。
　ロータリーでは、毎年、野球全国大会も甲子園で開催されます。地区としても活性
化の一手段として、野球をさらに普及させていければと考えます。

　第１グループ、第２グループ、第５グループ、第９グループからの参加を促してい
ただけないでしょうか？
　クラブ単位ではなくグループ単位で、個人の集合でもいいと思います。そして、最
初は、ユニフォームをそろえるなどは考えずに、最低の準備でチームを組織していた
だけるよう地区内クラブにお声をかけていただけないでしょうか？
　今年度は、難しくても、次年度以降につながっていければと願っております。

　どうぞよろしくお願いいたします。

地区野球大会 会長　長　正英（宇都宮陽北RC）

09　野球クラブからのお知らせ
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新入会員紹介

根
ね

本
もと

正
まさ

康
やす

鹿沼RC
2023年7月1日入会

木
き

村
むら

拓
たく

磨
ま

鹿沼RC
2023年8月24日入会

水
みず

井
い

正
まさ

行
ゆき

壬生RC
2023年8月1日入会

根本塗装(株)
取締役

木村電機(株) 株式会社 水井
代表取締役

色々な方々との交流を楽しみたいと思います。 
今後ともよろしくお願いいたします。

至らない点も多々あるかと思いますが、よろしくお
願いいたします。

右も左もわかりませんが、少しでもお役にたてるよ 
うがんばります。

鈴
すず

木
き

裕
ゆう

二
じ

真岡RC
2023年8月1日入会

星
ほし

　佳
よし

成
なり

宇都宮西RC
2023年8月31日入会

阿
あ

部
べ

　聡
さとし

下野上三川RC
2023年9月1日入会

寺
てら

内
うち

さき子
こ

栃木南RC
2023年9月1日入会

(株)栃木銀行 真岡支店
支店長

(株)東武宇都宮百貨店
代表取締役社長

(有)添野工務店
代表取締役

(株)テイピー
常務取締役

地域に貢献出来るよう精一杯取り組んで参りますの
で宜しくお願い致します。

クラブを通 じて多くの会員の方とつながり視野を広
げて活動して参ります。

色々分からない事だらけですが、先輩方に教えても
らいながら頑張ります。

よろしくお願いします。

10　新入・物故会員
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2023年8月28逝去(享年83歳)
所属　足利わたらせロータリークラブ

2023年8月23逝去(享年75歳)
所属　宇都宮南ロータリークラブ
(株)ATACO　代表取締役会長

2023年7月29逝去(享年84歳)
所属　鹿沼ロータリークラブ

1996年～97年度　会長
2009年～10年度　会長
2016年～17年度　第８グループガバナー補佐

   
ＰＨＦＰ+１
米山功労者５回

1999～2000　副会長
2000～2001　会長
   

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
マルチプル・米山功労者

1988年9月8日　 鹿沼ロータリークラブ入会 
1996～1997年　幹事   
2004～2005年　第45代会長  
2010～2011年　ガバナー補佐
ロータリー歴　　 34年11か月  
 
ベネファクター  
ポールハリスフェロー（マルチプル）
米山功労者（マルチプル）  

追　悼

追　悼

追　悼

宮
みや

田
た

　進
すすむ

　

金
かね

田
だ

　秀
ひで

壽
じ

大
おお

出
いで

孝
こう

三
ざぶ

郎
ろう
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11　ガバナー公式訪問日程
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7 月 母子の健康月間 1月 職業奉仕月間

8月 会員増強 ・新クラブ結成推進月間 2月 平和構築と紛争予防月間

9月
基本的教育と識字率向上月間 /
ロータリーの友月間

3月 水と衛生月間

10 月
地域社会の経済発展月間 /　　　　　　　　　　　
米山月間

4月 環境月間

11 月 ロータリー財団月間 5月 青少年奉仕月間

12 月 疾病予防と治療月間 6月 ロータリー親睦活動月間

【ロータリー
　　特別月間】

【地区内
　　主要行事】

12　主要行事予定
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13　国際ロータリー第2550地区８月会員数報告


